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日 時： ２００５年７月６日（水）１５：１０～１６：４０ 






























































































































































































































































































年雇賃金 戦前 平均生産性、 戦前 限界生産性 戦前

























































































































































































































































 こうした管理方法はだんだんと導入されつつあります。例えば小企業向けの Credit 












































































































































































































 司会  いま、長原さんからも質問がありましたように、何に収斂するのか。それにつ
いて、尾高先生と靎見先生、どうぞ。 















































































































 司会  この講演会は 40 分までを予定しているので、残り 5 分しかなくなってしまっ
たのですが、フロアから質問を受け付けますので、どなたかいらっしゃいませんか。 
 どうぞ、何でも質問してください。 




































 司会  ほかにどなたか質問はありませんでしょうか。 





























































































































金融の新しい段階―Conglomerates & Per onal Financing 
 金融コングロマリット現象を、金融の収斂と多元の観点から比較制度史的に考える 
[1] 戦後日本型システムの盛衰―戦前型の２つのモデル 
  年功賃金、長期雇用、メインバンク、間接金融―金融規制日米の差は大きくない 
 
[2] Financial Liberalization―オイルショック以降 
  現象：自由化、証券化、グローバル化、決済マネーの電子化 
  動因：情報通信技術の革新(Computer & Satellite)+金融資産の蓄積 
  展望：単一の金融サービス市場へー金融サブマーケットの融合―金融産業化 




  Scale & Scope の実証研究からは効果は否定的、にもかかわらず現実に進行 
  SCP集中仮説からContestable Market仮説へーグローバルな競争圧力 
 メガリテールバンクの形成―バンカメ、シティ、ネイションズ、チェース etc 







 Personal Fina cingの隆盛―Consumer Credit & Private Banking 
 
[5] Bank for Personal Financing 
  Financial IntermediatesからFinancial Servicesへ 
  部門間の資金媒介機能から個人の資産形成をサーブする役割へ 
 中産階層化、富裕層の形成、個人資産の多様化―Bushの Owners’ Capitalism 
  金融におけるLife-Cycle―若年層の借入依存から壮老年層の投資家をカバーする 
 
[6] Personal Finance に伴う新しいチャレンジ 
 倒産確率による与信リスク管理の導入 
 「倒産は絶対に起さない」から「１割は返らない」へ 
  マクロALM+ミクロアラーム管理から内部信用リスク管理へ 
   消費者Loan管理―小企業向けCredit Scoring-BISが内部格付手法を導入 
 24
 25
  担保貸出から無担保信用貸出へ 
 プロセス管理の導入―膨大な顧客信用データ 
  Life Time Value―個人資産形成Life-Cycleに対応―Creditから年金、遺産管理 








  消費者Loanビジネスの確率的手法導入＆地銀、信用金庫などのドブ板商法の革新 
 
